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会 議 名 予算特別委員会（第２日） 

開催日時 平成 26 年３月 12 日（水） 午前 10 時 00 分～午前 11 時 11 分 

会  場 第５会議室 

 

１ 出席者 

  １番 長谷川広昌、 ４番 浅岡保夫、 ６番 幸前信雄、 

  ７番 杉浦辰夫、 １０番 鈴木勝彦、１２番 内藤とし子、 

 １４番 内藤皓嗣、 １６番 小野田由紀子 

 

２ 欠 席 者 

  な し 

 

３ 傍 聴 者 

  黒川美克、柳沢英希、柴田耕一、杉浦敏和、北川広人、鷲見宗重 

  磯貝正隆、小嶋克文 

 

４ 説明のため出席した者  

市長、副市長、教育長 

企画部長、人事 GL 

総務部長、行政 GL、財務 GL 

市民総合窓口センター長、市民窓口 GL、税務 GL 

福祉部長、福祉企画 GL、介護保険 GL、保健福祉 GL 

こども未来部長 

都市政策部長、都市整備 GL、都市整備 G 主幹、上下水道 GL 

会計管理者 

監査委員事務局長 

 

５ 職務のため出席した者 
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  事務局長、書記１名 

 

６ 付託案件 

  議案第２６号 平成２６年度高浜市一般会計予算 

  議案第２７号 平成２６年度高浜市国民健康保険事業特別会計予算 

  議案第２８号 平成２６年度高浜市土地取得費特別会計予算 

  議案第２９号 平成２６年度高浜市公共下水道事業特別会計予算 

  議案第３０号 平成２６年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算 

  議案第３１号 平成２６年度高浜市介護保険特別会計予算 

  議案第３２号 平成２６年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算 

  議案第３３号 平成２６年度高浜市水道事業会計予算 

 

７ 会議経過 

委員長 委員会の円滑なる運営のため、総括質疑との重複を避けていただ

き、質疑についてはまとめて行っていただくとともに、質疑漏れのないよ

う、お願いいたします。また、質疑に当たりましては、ページ数をお示し

していただき、必ずマイクを使って的確にお願いいたします。本日は特別

会計より逐次お願いいたします。 

 

 

《質疑》 

議案第２７号 平成２６年度高浜市国民健康保険事業特別会計予算 

〈歳入歳出一括質疑〉 

問（６） それでは、歳入のところで、２６２ページ、現年度分の保険税

の徴収率、８８％ということで見込んでみえますけども、これ、昨年と変

わらない数字だと思います。徴収率というのは、これ上げていかないと国

民皆保険の性格でいうと、皆さんが負担して、それで健康保険自体が成り

立っているという性格もございますので、徴収率向上に向けての取り組み
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の内容があれば、教えていただきたいですけども。 

答（市民窓口） 平成２６年度につきましては、８８％ということを見込

んでおりますが、現年度の徴収率の昨今の状況をお話させていただきます

と、平成２３年度が、８７．１％、平成２４年度が、８７．９％、平成２

５年度は、８８％を超えるような状況になるのではないかなというふうに

見込んでおります。平成２６年度につきましては、８８％とさせていただ

いておりますが、こちら、税率を上げる関係で、徴収率が一時的に落ち込

む可能性もあるかというふうなところも想定されるところでございますが、

８８％、平成２５年度と同等の税率を、こちらを目標としてやっていきた

いというふうに考えております。徴収率向上に向けましては、毎年、毎回、

行っております、督促状、催告書などの発送のほかにも、やはり、滞納の

常習者とならないような対策ですね、早期の対応、こちらのほうを心がけ

ていきたいと、このように考えております。 

問（６） よろしくお願いします。次に、２６８ページ、歳入の８款、１

項、１目、その他の一般会計繰入金の件ですけども、総括質疑の中で説明

がありましたけども、退職医療影響分の法定外の繰り入れを行わなかった

場合、その額が保険税額として、必要になってくるということになってき

ますか。 

答（市民窓口） 委員、お見込のとおり、現状では、社会保険等の拠出で

賄っております交付金の減額分を国保税等で賄っていくということになり

ます。これでは被保険者の負担が大きくなるということにもなりますので、

交付金の減額分につきましては、一般会計の法定外からの繰り入れ、こち

らで対応していきたいというふうに考えております。 

問（６） では、同じく、退職者医療影響分の繰り入れについて、歳入、

療養給付費交付金が見込みほど減少しなかった場合、過剰に入れた一般会

計への繰入金、これを一般会計に戻すような処置というのはされる予定で

すか。 

答（市民窓口） 基本的には、実績に伴いまして精算を行うべきだという
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ふうに考えております。返還というよりは翌年度の繰入額を減らすなどの

方法が現実的であるというふうに考えますが、運用につきましては、今後、

国保運営協議会などで検討していきたいというふうに考えております。 

問（６） 最後になりますけども、今回の税率改定、これは３年間の収支

を見込んでということでやられていると思いますけども、３年後に余剰金

が出ない見込みであるのか、もし足りなくなったりですとか、そういうこ

とが起こった場合、どう対応される予定かというものを教えていただきた

いんですけど。 

答（市民窓口） 今回の税率の見直しにつきましては、３年後の収支は委

員の見込みのとおり、支払準備基金、前年度繰越金等も使い切りまして、

３年後には余剰金、言いかえれば、予備的な経費もない、財源もないとい

うような計画収支の見込みでございます。したがいまして、見込み以上の

医療費の伸び、例えば、高額な医療が伸びたりとした場合などは、現在の

収支計画を見直していく必要が出てまいります。新たな財源をどのように

確保していくかという課題が起きてくることになりますが、その時々の国

保制度の状況、こちらを見ながら国保運営協議会の意見を聞き、その対応

を検討してまいりたいと、このように考えております。 

問（６） 国保というのは、全員が入っているわけではないものですから、

その辺のところ、正確によく考えて、運用の中でやっていただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

問（１２） ２５９ページですが、ここで、国庫支出金が、７７０万円、

減額になっているのと、共同事業交付金が、５，０３６万円、減額になっ

ているんですが、これは、どのような理由で減額になっているのか、お示

しください。 

答（市民窓口） まず、国庫の減額ということでございますが、県費のほ

うも同じような状況になっておるんですが、こちら、かかった給付費から

前期高齢者交付金を差し引いて、算出されるものでございます。療養給付

費交付金というのは、前期高齢者交付金を差し引いております。したがい
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まして、４款、前期高齢者交付金が、大幅に伸びるという見込みを立てて

おりまして、これの影響によりまして、国庫と県費の負担金が減少すると、

このように私たち推計しております。また、共同事業交付金につきまして

は、実は、平成２５年度の当初予算の算定に当たりまして、平成２４年度

の実績見込み、３億５，１６０万円に、５．６％の伸びを見込んだという

ところでございますが、平成２５年度の実績としましては、平成２４年度

並みということになりまして、５．６％の伸びが見込まれないという状況

でございます。したがいまして、平成２６年度につきましては、平成２５

年度の実績に少し上乗せをした分というところで、計上させております。

計上しておりますが、こちら、平成２４年度から平成２５年度の実績が、

５．６％、伸びていないというところで、今回、減額の形となっておりま

す。 

問（１２） 資料、いただいたのを見ますと、世帯数が、５，４７３世帯

あって、６２９世帯が、滞納があるわけですけれども、この滞納分につい

ては、多い少ないはあるかと思うんですが、どのような対策をとっていか

れるのか、お示しください。 

答（市民窓口） 滞納者の状況ということでございますが、やはり、こち

ら、経済の状況にもよってこようかと思いますが、平成２５年度につきま

しては、前回の平成２４年度のときから比べて、滞納者数は減少しておる

のではないかと、このように推測しております。しかしながら、こちら滞

納者の対策を講じていかなければいけないというところでございますが、

先ほど、幸前委員の御質問でも述べさせていただきましたとおり、督促状、

催告書の発送はもとより早期の滞納者対策、常習者にならないような対策

を講じていきたいと、このように考えております。 

問（１２） やはり、資料なんですが、低所得者減免がされているんです

が、それにしても３００万円ということで、なかなか、３００万円という

金額があると、よっぽどやっていけるということもあって、３００万円の

数字では、非常に厳しいんではないか。もう少し下げる必要があるんでは
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ないかという気がいたしますが。２００万円でやってみえるところもある

ようですが、そういう点でのお考えはどのような考えを持ってみえるのか、

お示しください。 

答（市民窓口） 均等割、平等割の７割、５割、２割の軽減のお話でさせ

ていただきますと、概ね、所得で１００万円までの方が、こちらの対象に

なってくるのではないかなと。その世帯の人数等によってかわってこよう

かと思いますが、２割の軽減がかかる方が、大体、所得で１００万円ぐら

いの方になってこようかというふうに見ております。 

問（１２） 今回、若干、改正があるわけですが、近隣の市ですと、資産

割を全部なくすというようなところもあるように聞いていますが、高浜と

しては、保険料、平均で、保険料が何番目ぐらい、県下で、何番目ぐらい

になるのか、わかっていたら教えてください。 

答（市民窓口） 今回、資料提出をさせていただきました資料の１４、こ

ちらでお話させていただきますと、平成２４年度の決算ベースで、こちら

の資料、１人当たりの額としまして、高浜市が１０万５，８６７円という

ふうになっております。今回の税率改定を行うことによって、この金額が

１１万０，４７１円ぐらいになろうかというふうに見込んでおります。平

成２４年度の、こちらの中の対比でいきますと、最も高いような状況に見

えてしまうんですが、もちろん、ほかの市町村におきましても平成２５年

度等で、税率改定を行っておるというようなところもございます。速報値、

確定値ではございませんが、聞くところによりますと、調定額が、１人当

たり１２万円を超えるという市が１市、１１万５，０００円を超えるとい

う市が１市、ある予定でございまして、おおむね、私どもの見込みとしま

しては、その１１万５，０００円を超える市のあとぐらいに、１人当たり

の調定額になろうかというふうに、推測いたしております。 

問（７） ２６２ページですけど、今回の税率改定について、基礎課税分

に加え、後期高齢者支援金分が改定しており、介護納付金分については、

改定されていませんが、この理由について、教えいただきたいと思います。 
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答（市民窓口） 歳出の保険給付費の伸びに伴いまして、医療給付費部分、

いわゆる、基礎課税部分について改定することといたしておりますが、後

期高齢者医療支援分につきましては、平成２０年度の税率改定、そのあと

の後期高齢者医療支援分の歳入と歳出、支援金分の差し引き状況を見ます

と、平成２４年度までの５年間の累計では、６，２６５万６，０００円の

マイナスとなる見込みでありまして、このため、今回、後期高齢者医療支

援分につきましては、税率改定を行うというものでございます。また、介

護納付金の差し引き状況につきましては、平成２４年度までの５年間の累

計が２３３万６，０００円のプラスとなっておりますので、税率改定の対

応ではなく、限度額の見直しなどが行われる際に対応をしていきたいとい

うふうに考えております。 

問（７） 次に、２６８ページの繰入金のところですけど、これ一般会計

の部分の、その他の一般会計繰入金ですね。一般会計からの法定外繰入と

して、退職者医療制度影響分を繰り入れるとの説明があったわけですけど、

平成２６年度から繰り入れることでよろしいか。また、今後、どのように

推移していくのか、お願いいたします。 

答（市民窓口） 委員、御見込のとおり、平成２６年度から福祉医療波及

分と退職医療影響分について、繰り入れる予定をしております。退職医療

影響分を４，７００万円ほど、今回、繰り入れておりますが、今後、平成

２７年度、平成２８年度も同額程度繰り入れまして、３年間で、その影響

分を平準化して繰り入れていきたいと、このように考えております。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

議案第２８号 平成２６年度高浜市土地取得費特別会計予算 
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〈歳入歳出一括質疑〉 

問（１２） 資料、いただいたのを見ますと、土地開発基金、所有地一覧

表というのがあるんですが、この中の２７番目に、少年野球のグランド用

地というのがありまして、これが、何か、売られるということをお聞きし

たんですが、ちょっと、これの数字が載ってはいないようなんですが、ち

ょっと、この財産収入の３０３ページですね。土地取得費の土地取得事業

の内訳をお示しください。 

答（都市整備） ３０１ページの売払収入なんですけれど、先ほど、委員

が言われましたように、稗田町五丁目のところの南中学の北側になります

が、ＮＴテクノさんという企業が、今回、ここの少年野球のところを買収

するということで、その中に、土地開発基金の土地があります。その売払

収入もここの中の４，４６４万８，２２６円の中に含まれている状況でご

ざいます。それと、あと、この今の部分と、市道港線の今回の代替地とて、

土地特会が持っているところ、それを売り払う予定をしている予算が入っ

ているという状況でございます。 

問（１２） ここのＮＴテクノさんに売るのはわかるんですが、グランド

のどれくらいの面積になるんでしょうか。それと、今、少年野球やってい

ますが、少年野球は続けられるのか、続けられないのか、ほかの代替地を

どこか。少年野球、大分あちこちでやってみえて、１カ所なくなると、か

なり、練習が厳しくなるんじゃないかという気がいたしますが、その点ど

うでしょう。 

答（企画部長） まず、面積というお話でございますが、９，１００平方

メートルほどございます。少年野球の代替の部分のお話でございますが、

今、関係者の中で、市内のいろんなグランドの利用について、調整できな

いか、そういったことについて、話し合いをしていただいている。ともう

一つ、他の場所に、代替のグランドを確保できないかということで、私ど

ものほう、いろいろと検討をいたしておりますので、よろしくお願いをい

たします。 
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問（１２） だから、そのグランド全部ではないようなお話だったんです

けど、どのくらいの面積になるのか。 

答（都市整備） 今回の土地開発の特会のほうで見込んでいるのは、土地

開発基金でもっているのは、４１６平方メートルでございます。 

問（１２） あそこのグランドは、どれくらいあるんですか。 

答（企画部長） 先ほど申し上げたとおり、９，１００平方メートルとい

うことでございます。 

委員長  ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

議案第２９号 平成２６年度高浜市公共下水道事業特別会計予算 

〈歳入歳出一括質疑〉 

問（１０） ３１９ページの雨水施設建設事業の委託料の中に、現況調査

業務委託料、５５０万円が計上されておりますけども、どのようなことを

するのか、説明をお願いしたいと思います。 

答（上下水道） 業務の内容でございますけども、下水道の計画策定時か

ら年数が経過しておりますので、整備実施までに至らない地域、主に、旧

吉浜地区になりますけれども、土地利用の状況の変化が見られる地区もあ

ることから、現況の調査、現地の状況や既設の排水路の能力等を調査し、

浸水実績や降雨特性を考慮して、それを整理して。今後の下水道整備計画

にも反映できるように、雨水対策施設を検討していくものでございます。 

問（１０） それでは、具体的に、その調査の地域がわかれば、お願いし

たいと思います。 

答（上下水道） 具体的な調査地域でございますけれども、下水道事業で

いいますと、流作新田排水区、大清水排水区、江川第一排水区、江川第二
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排水区、東山排水区、柴林排水区の６排水区となりますけども、地区でい

うと、大まかにいいますと、市道半城土吉浜線、市道吉浜依佐美線から西

の地域ということになります。 

問（１０） それでは、同じところですね。汚水施設建設業務の委託料、

事業変更認可申請図書作成業務委託料、３２７万１，０００円ですか、３，

２７１万円ですか、これの内容を教えてください。 

答（上下水道） 事業変更認可申請図書作成業務委託料の内容でございま

すけれども、事業変更認可が、上位計画であります愛知県矢作川境川流域

下水道衣浦東部処理区の事業認可の変更により、高浜市も行うというもの

でございます。公共下水道事業を実施していくには、下水道法並びに都市

計画法の規定されている必要な図書を、申請書類を添付して変更認可申請

を行いますので、そのための申請に必要な図書を作成する業務を委託する

ものでございます。 

問（１０） 説明では、事業の変更をするということですけども、変更の

内容を、教えていただければと思います。 

答（上下水道） 変更の内容でございますけども、現在の認可でございま

すけども、期間を、平成２８年度までとしておりますけども、それを５年

間延長しまして、平成３３年度までとし、あと、事業の認可区域面積でご

ざいますが、現在、５１７．４ヘクタールでございますけども、約９６．

４ヘクタール拡大いたしまして、６１３．８ヘクタールとするものでござ

います。 

問（１０） 認可の区域を拡大するということですけども、拡大する区域

がわかれば、教えていただければと思います。 

答（上下水道） 拡大する区域でございますけども、現在、論地町地域も

やっているわけなんですけども、論地町四丁目地内の市道大根線の南の地

域、それから、県道吉浜棚尾線の東側になりますけども、本郷町二丁目、

三丁目、四丁目、五丁目、六丁目地内、神明町四丁目、六丁目、七丁目地

内、豊田町三丁目地内ということで、若干、でこぼこしますけれども、市
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道半城土吉浜線から明治用水中井筋の間で、北は県道吉浜棚尾線までの地

域で、呉竹町四丁目、五丁目地内、屋敷町四丁目、五丁目、六丁目地内を

予定しております。なかなかこう言ってもわかりづらいと思いますので、

詳しい場所につきましては、上下水道グループまで、地図等もございます

ので、お尋ねください。 

問（１０） わかりました。同じく、３１９ページの請負費の汚水の請負、

３億３，４１８万円のと、雨水の請負費、２，７６４万２，０００円です

か、これの工事概要について、教えていただければと思います。 

答（上下水道） 雨水施設の建設事業と汚水施設の工事請負費の概要でご

ざいますけども、まず、汚水施設建設事業でお話させていただきますと、

論地処理分区として、向山町一丁目地内の市道大清水線と市道向山線、ま

た、県道西尾知多線の南の間の地域と、向山町五丁目地内で県道西尾知多

線と都市計画道路吉浜棚尾線、あと、市道新川線との間の地域で、約１１．

０７ヘクタール。それから、中部第１処理分区として、神明町三丁目、四

丁目の市道豊田上畑線の西の地域で、約４．６３ヘクタール、合わせて、

１５．７ヘクタールの地域で汚水管を整備して、延長として、約４，２８

７メートル。それから、前年度、整備した地域の舗装復旧と公共汚水ます

の設置工事費等でございます。あと、雨水施設建設事業でございますけど

も、平成２４年度から整備しております八反田第１排水区を継続して整備

をしてまいります。場所は、向山町五丁目地内の都市計画道路吉浜棚尾線

の西の地区で、市道小林２号線と市道小林線に、口径６００ミリから４０

０ミリの配水管を、延長、約２４１．５メートル、埋設する予定でござい

ます。 

問（１０） ちょっと、ページが戻りますけども、３１７ページ、下水道

事業公益企業会計移行業務委託料、１，１８８万円ですね。これを説明願

います。 

答（上下水道） これは、下水道事業の公益企業会計移行業務委託という

ことで、現在、下水道事業の地方公益企業法の法適応につきましては、任
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意ということになっておりまして、高浜市では、特別会計を設置して運用

しております。しかし、地方公益企業会計制度が見直されておりまして、

特別会計から企業会計化を意識して準備していく必要が生じてきておりま

す。平成２５年度予算で、法適応化に向けて必要な業務、手順、費用、年

次スケジュールを把握する基本計画を策定する業務を委託しております。

平成２６年度は、これまでに下水道事業で整備してきた固定資産の調査を

行いまして、固定資産台帳等の整理をする業務を委託する予定でございま

す。 

問（１０） 今、説明ありました、特別会計を、下水道での企業会計を取

り入れているということでありますけども、事業体はあるか教えていただ

きたいのと、近隣市の状況を把握していれば、それを教えていただければ

と思います。 

答（上下水道） 法適応している事業体でございますども、平成２４年度

までに、名古屋市、豊橋市、一宮市、津島市、知多市、豊田市、稲沢市、

岡崎市の８事業体で既に行われております。近隣市の状況でございますが

知立市におきましては、既に移行する計画を策定されているということで

ございます。刈谷市も平成２４年度から順次移行に向けて検討を始めてい

るということを聞いております。また、碧南市につきましては、平成２６

年度予算で、基本計画を策定する業務委託を計画すると聞いております。

安城市につきましては、ちょっと聞いておりませんので、よろしくお願い

いたします。 

問（１０） 過日の一般質問の中でもいろいろお話を伺いました、汚水、

雨水、対策というのは、これから重要な住民にとってはポイントになろう

かと思います。これからの御活躍を、一つ、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

問（１２） ３１１ページで下水道事業受益者負担金というのがあるんで

すが、これは、どれくらい、一世帯当たりというか、一件当たりというか、

何メートルにというのか、ちょっとお示しください。 
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答（上下水道） 受益者負担金の負担金額でございますけども、下水道が

使用できるように整備するわけなんですけども、そういった年に、土地の

面積に、１平方メートル当たり、３５０円を掛けた金額を賦課させていた

だいております。 

問（１２） だから、受益者負担金を４万円払った、５万円払ったという

のは、そこ面積に応じて金額が決まってくるわけですよね。 

 

 「そうです。」と発声するものあり。 

 

問（１２） ちょっと、その点、確認をしたかったものですから。今、公

共下水の取り組み状況というのか、どれくらいの面積が、供用開始になっ

ているのか、お示しください。 

答（上下水道） 供用開始になっている面積ということでございますけど

も、接続率の関係で、資料も出させていただいておりますけども、現在が、

４３１．９ヘクタールとなり、これは、平成２５年４月１日現在というこ

とですけども、よろしくお願いいたします。 

問（１２） その中で、接続率が、平成１６年、資料、いただてますが、

平成１６年からだとか、平成１８年からだとか、特に、平成２０年、２１

年、ちょっと、この辺りが、期間が過ぎているのに、接続率が低いところ

があるんですが、これはどのような関係なんでしょうか。 

答（上下水道） 接続率の低いところの理由でございますけども、やはり、

私のほう、高浜市総合サービスのほうに委託して、戸別訪問を行って、い

ろいろと意向、どういった理由かということもお聞きしております。資金

がないですとか、年金暮らしだとか、下水道の使用量がかさむだとか、や

る気がないだとか、合併処理浄化槽があり、もったいなだとか、そういっ

たような理由でございます。 

問（１２） いろんな理由があるかとは思うんですが、そういう面での接

続率を上げていただく努力といいますか、取り組みは、何かされているか
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と思うんですが、そのことと、一般会計の借金と同じくらいの金額が、資

料、見せていただくとあるんですが、これについては、どのように考えて

みえるんでしょうか。 

答（上下水道） 接続率が低いところの対策でございますけども、先ほど

も言いましたとおり、高浜市総合サービスさんのほうに委託して、戸別訪

問をして、そういったＰＲをしておりますし、その前にですね、工事を始

める前に、工事の説明会、それから、受益者負担金の説明会というのをや

っております。それが、大体６月でしたか、６月ですね、６月に三日間で

やっております。そのときに、そういった下水道の接続をしてくださいだ

とか、そういったパンフレット、そういった資料を渡しておりますし、ま

た、説明会でも、そういった下水道の接続、これで３年以内にしてくださ

いよというようなＰＲをさせていただいております。それから、広報です

とか、ホームページでもさせていただいておりますし、３年以内につない

でくださいという説明をしているんですけども、接続に対しての助成制度

もありますので、そういったものが切れる３年目の方については、先ほど

言いました総合サービスさんの方が、また個々に回って、そういったもの

をＰＲさせていただいているということでございます。それから、起債の

残高につきましては、前の決算特別委員会ですとか、そういったときにも

言わせていただいておりますけれども、年々、起債残高は、減る傾向にき

ておりますので、御了承いただきたいと思います。 

問（１２） ６月に三日間、説明会を行っているというお話ですが、イン

ターネットも持っていなくて、家族としては見ていない、その６月に、い

ろんな事情があってどうしても出られない、そういう事情が重なっている

ような方については、どのような対策をとってみえるのか、お示しくださ

い。 

答（上下水道） 戸別に、先ほど言いましたＰＲをさせていただいており

ますし、もしわからない点がございましたら、上下水道グループまでお尋

ねくださいですとか、あと、工事になりますと施工業者もその近くにおり
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ますので、そういったところに、業者さんにもお尋ねくださいというＰＲ。

また、業者さんのほうにも、もしあったら、お尋ねなさったお客さんがお

みえになったら、上下水道グループのほうまで報告してください、連絡し

てくださいというようなことはしておりますので、よろしくお願いします。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

議案第３０号 平成２６年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算 

〈歳入歳出一括質疑〉 

 

質 疑 な し 

 

 

 

議案第３１号 平成２６年度高浜市介護保険特別会計予算 

〈歳入歳出一括質疑〉 

問（７） ３４６ページですけど、第５期介護保険事業計画最終年度に当

たる平成２６年度ですね、介護保険特別会計における保険給付費は、ここ

に謳ってある２２億１，６７５万１，０００円となっていますが、介護保

険事業計画と対比してどのような状況か、お願いいたします。 

答（介護保険） 平成２６年度の状況でございますが、介護給付費の標準

給付費、上乗せ等除いた額でございますが、平成２６年度の計画値につき

ましては、２２億８，３２５万５，６４９円に対しまして、同様に、平成

２６年度の当初予算の標準給付費につきましては、２１億７，２１６万６，

０００円を計上させていただいておりまして、計画値に対しまして９５．
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１％ということで、若干、計画値を下回っておる状況でございます。今回、

事業計画３年目に当たりまして、平成２６年度予算は、過去２年間の利用

状況及び今後の推移を踏まえまして算出をいたしておりますので、よろし

くお願いいたします。 

問（７） それでは、平成２５年度の実績見込みはどうか、お願いいたし

ます。 

答（介護保険） 平成２５年度の実績見込みにおきましては、平成２６年

３月議会補正後の介護給付費の標準給付額は、２１億８，１７５万９，０

００円でございまして、対計画値、９９．８％という状況でございます。 

問（１２） 資料を見せていただくと、施設関係の件ですが、「安立荘」と

「がるてん」で、やはり、１００人以上の待機者がいることになっている

んですが、こういう点で、どのような対策をとっていかれるのか、まず、

お示しください。 

答（介護保険） 確かに、「安立荘」で１２２人、「論地がるてん」で２９

人という待機者の数でございますが、この中には重複、ともに、両方手を

挙げていただいておる方ですとか、あと要介護１、２、比較的介護度の低

い方が予約的に申し込みをなさってみえる方も、ままおみえになるという

ことで、在宅で待機をなさってみえる方は、約２割から３割程度というふ

うで承知しております。また、そういった方におきましては、必要な状況

に応じまして、特養入所について、行政側からもお願いするケースもござ

います。 

問（１２） 障害者控除の件なんですが、認定書が、何ていいますか、２

０１１年が９９人、２０１２年が１４２人、今年度は、ちょっと、まだあ

れですが、かなりふえているんですが、これについては、やはり、すべて

に交付、何だ、配布、配布ではない、送付していただきたいと思うんです

が、その点ではどうなんでしょうか。 

答（介護保険） 障害者控除でございますが、要介護認定にかかわります

障害者控除におきましては、毎年、広報等によります市民の方々全般への
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ＰＲだとか、毎月開催しております高齢者サービス調整会議等におきまし

て、介護保険事業所にもＰＲをしておる状況でございます。また、毎年度、

前回申請していただいた方におきましては、個別案内を御送付させていた

だきまして、申請漏れのないように周知を図っておる状況でございます。

この周知方法によりまして、今、委員おっしゃいましたように、平成２４

年度の発行枚数は、１４２件、平成２３年度は、９９件という状況になっ

ておりまして、この中で、新規の申請者も７９件あることから、ほぼ必要

な方には行き渡っておる。また、平成２５年、昨年の３月の要介護認定者

数が、１，３５７人ということと、あと、６５歳以上の障害者手帳だとか、

福祉手帳所持者が、１，０００名ほどおみえになる。また、６５歳以上の

高齢者の住民税非課税の方が、２割程度おみえになるという状況を踏まえ

ますと、真に必要な方につきましては、ほぼ行き渡っておるというふうで

考えております。とは申し上げても、障害者控除の制度を利用していただ

きまして、高齢者が制度の枠組みの中で、負担を軽減したいという思いも

ございますので、引き続きＰＲに努めてまいりたいと考えております。 

問（１２） 昨年、例えば、１０月とか１１月まで介護保険を利用してい

て、亡くなられた方なんかは、亡くってしまったから、もう利用でき、こ

の障害者控除の利用ができないと思って、申し込みもされてない方もおら

れるかと思うんですが、そういう点では、どのような取り組みというか、

どのように対応をされてみえるんでしょうか。 

答（介護保険） そういった方におきましても、前回、申請なさった方と

いうことで、申請者御本人は、御家族の方が多いものですから、そういっ

た方々へも周知等図っておる状況でございます。また、御質問のように、

年度途中でお亡くなりになった場合におきましては、その日までという形

で介護認定、障害者認定証を発行しておる状況でございます。 

問（１２） 利用していたからといって、きちんと障害者控除のことがわ

かっていて申し込まれる方はいいですけれども、今年になって、介護保険

を利用し始めて亡くなってしまったという方については、やはり、何てい
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うのか、そのあたりがよくわかってない方もおられるかと思うので、ぜひ、

そういうこところを注意して利用されるようにいっていただきたいと思い

ます。それから、３５３ページですが、３款の国庫支出金、介護給付費負

担金のところで、３億９，４０３万７，０００円。これ全部で、ですが、

ここに介護給付費等負担金の中に、介護サービス給付費負担金、介護予防

サービス給付費負担金、高額介護サービス給付費負担金、それぞれ計上さ

れていますが、これ１００分の２０と１００分の１５というのがここ書い

てありますが、これはどれがどれで、どれがどれと、ちょっと、わかりに

くいのでお示しください。 

答（介護保険） この国庫負担金におきましては、施設サービスにおきま

しては、次のページになりますが、３５５ページを見ていただきますと、

県費負担金というのがございます。県費負担金におきまして、その５％分、

特に、施設サービスにおきましては、県が施設の整備計画を持っているも

のですから、県がその分を、５％分を負担するということで、一般のサー

ビスにおきましては、１００分の２０、居宅サービスですが、１００分の

２０。あと、施設サービスにおきましては、国が１５％という部分でござ

いますが、逆にその分、県の負担がふえておる状況でございます。 

問（１２） これ２０％と１５％なんですが、どれが２０％で、どれが１

５％かというのがわからないんで、その点と。次の国庫支出金の国庫補助

金ですね、調整交付金のところで、調整交付金が、７，５８０万円あるん

ですが、ここのこれ何パーセントかわからないので、お示しください。 

答（介護保険） 主に、その５％の差額分でございますが、主に、介護サ

ービス給付費の中の施設サービスにかかる部分が、この１５％でございま

す。あと、国庫支出金の調整交付金の率でございますが、今年度は、３．

４９で組ませていただいております。 

問（１２） あと一つ、滞納が、８３９万６，３６１円、２８９人である

ようですが、これ、いつぐらいからの方が一番多くて、どのような理由な

のか、その点つかんでいたらお示しください。 
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答（介護保険） いつぐらいの方というのは、なかなか、ちょっと、今、

手元に資料がございませんが、対応といたしまして、どうしても介護保険

料ですと、年金徴収が始まるまでの間、半年分ぐらいの間が普通徴収とい

う形で、窓口払いになってまいります。その部分を、できるだけお支払い

忘れのないように努めるということで、早期対応と、あと口座振替の推進

を図っておる状況でございます。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

議案第３２号 平成２６年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算 

〈歳入歳出一括質疑〉 

 

 「議事進行。」と発声するものあり。 

 

問（１２） ４１５ページ、お願いします。今回、基準額が上がったと思

うんですが、いくらになったのか、まずお示しください。 

答（市民窓口） 後期高齢者医療制度におきましては、２年に１度、保険

料率の見直しを行うこととされております。平成２６年度、２７年度の料

率につきましては、所得割率が、前回が８．５５％でありましたものが、

平成２６、２７年度が、９．００％。均等割につきましては、平成２４年

度、２５年度が４万３，５１０円であったものが、今回、平成２６年、２

７年度は、４万５，７６１円となります。 

問（１２） 標準といいますか、基準という、基準というのではないな、

１人当たり、いくらぐらいになるのか、わかったらお示しください。 

答（市民窓口） １人当たりの平均保険料率ということでございますと、
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８万２，５８４円の試算でございます。 

委員長  ほかに。 

 

 「議事進行。」と発声するものあり。 

 

質 疑 な し 

 

 

 

議案第３３号 平成２６年度高浜市水道事業会計予算 

〈歳入歳出一括質疑〉 

問（１４） 予算説明書の１８、１９、２０、２１になると思いますけど、

貸借対照表のところ。平成２６年度の予算から新しい会計基準で予算編成

がされていると思いますが、今までの会計基準とどのように違うのか、ま

た、水道事業会計においてどのような影響があるのか、教えていただきた

いと思います。 

答（上下水道） 会計基準の見直し前と後の違いでございますが、大きく

３点ほどあります。まず、１点目でございますけども、借入資本金の見直

しでございまして、建設又は改良のために、企業債や他会計から借り入れ

をした長期借入金のことで、従前でございますけども、資本の部で、借入

資本金として整理してまいりました。見直し後でございますけども、借入

資本金が廃止となりまして、負債の部で、固定負債又は流動負債として整

理することとなりました。２点目でございますけども、補助金等により取

得した固定資産の償却制度等の見直しで、補助金や一般会計からの負担金

等を含んだ財源で整備をした配水管等の固定資産については、従前でござ

いますけれども、補助金や一般会計からの負担金を含んだ価格で減価償却

をしておりましたけれども、見直し後でございますが、自己財源、補助金、

負担金等、各みあい分を減価償却するとともに補助金、負担金等につきま
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しては、長期前受金として、事業収益として整理することとなりました。

３点目でございますけれども、引当金の見直しでございます。職員の期末

手当及び勤勉手当などにつきましては、支給に備えるために、当年度末に

おける支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上することが義

務づけられたということでございます。次に、水道事業会計の影響でござ

いますけれども、資本に計上されておりました、企業債等の借入資本金が

返済するという形で、他人資本ということになっておりますので、そうい

ったことから負債に振り替えることとされたことから資本が減り、負債が

ふえるということとなりますので、貸借対照表上では経営状況が悪化する

ということになります。 

問（１４） なんとなく、わかりました。より実態的な会計になったとい

うふうに、漠とした言い方、理解すれば、そういうふうでよろしいですか

ね。 

答（上下水道） はい、そういうことでございますが、具体的に、どうい

ったことかと言いますと、財政の安全性を見るための指標というのがあり

ますけど、一般の会社でも使われている流動比率というものがありますけ

れども、それを、今年度の予算で見ますと、見直し前が、５１３．４％、

見直し後が、３９２．４％と、１２１ポイント下がるということとなりま

す。かなり下がるんですけども、この指標は、一般的には、２００％を超

えることが理想的であるということでございますので、まだ健全は、健全

でございますので御安心ください。 

問（１４） 次に、消費税の関係ですけども、４月から８％になりますけ

ども、水道事業会計についての影響額を、教えていただきたいと思います。 

答（上下水道） 消費税が８％となるその影響でございますけども、水道

料金も高くなり、市民の皆様も影響することとなりますけども、水道事業

会計にも影響がございます。県営水道から買っている浄水の受水費や配水

場で使用している電気設備、ポンプ設備、監視施設等の電気使用量、また、

委託費や配水管布設替えの工事費等にかかる消費税も上がることとなりま
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す。予算額でございますけれども、事業収益と事業費用、また、資本的収

入と資本的支出で、消費税が５％のときと８％のときとの差を計算してお

ります。水道事業費用でございますけども、主に、水道事業収益でござい

ますね、水道使用収益は、主に、水道料金収入となりますけども、税額が、

約２，１６５万８，０００円ふえます。水道事業費用でございますけども、

受水費や電気料金、また、委託料などで、約１，２８０万円ふえます。そ

れから、資本的収入でございますが、主に、加入者負担金等でございます

が、６２万４，０００円ふえ、資本的支出では、委託料や工事請負費等で

ございまして、約８５５万円ふえるというふうに見込んでおります。 

問（１４） 次に、ページ３の予算書のところですけれども、主な建設改

良工事の中の配水管網等布設替整備工事と、それから、水道施設近代化工

事、それぞれ、３，０２４、３２２万４，０００円と、３，０００でいい

んだな、３，０２４万円と、２億５，１６７万５，０００円ありますけど、

この内容についてお伺いします。 

答（上下水道） 工事の概要でございますが、配水管網等布設替設備工事

につきましては、水道管の未埋設道路において、新規給水申込み等に対応

するように、３，０２４万円を計上させていただいております。また、水

道施設近代化工事でございますけども、道路工事や下水道工事に合わせて

積極的に耐震管に布設替えを行うため、下水道工事区域や道路工事の関係

等で布設替工事を、１億８，３３６万５，０００円。また、配水場の老朽

施設の更新事業で、高浜配水場の監視装置の改修工事と高浜、吉浜の配水

場にあります、次亜塩素の注入機、残留塩素計の改修工事等で、６，６６

９万円。また、平成１８年度に、県営水道の送水管と高浜市の配水管を接

続する災害時の支援連絡管工事を行っておりますけども、そこに、口径１

５０ミリの流量計が設置されておりますので、計量法で検定満期というこ

とになりますので、流量計の取替工事として、１６２万円を計上させてい

ただいております。 

問（１４） 次に、平成２５年度、今年度までは、重要給水施設配水管布
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設替工事が行っておりましたけども、平成２６年度については、それ予定

されておりませんけど、その理由についてお伺いします。 

答（上下水道） 重要給水施設配水管布設替工事でございますけど、国庫

補助事業で、事業期間を平成１９年度から平成２５年度までとしておりま

した。そこで、事業を一旦終わらせて、平成２６年度は、関係機関と県、

国ですね、そういったところと協議いたしまして、平成２７年度から新た

な計画で事業を進めていきたいというふうに考えております。 

問（１４） 平成１９年度から平成２５年度までで一応区切りとしたとい

うことですけども、継続的にするということはできない、制度的にできな

いのか、何かの事情があって、一旦区切りというのは、どういう意味なの

か教えてください。 

答（上下水道） やはり、補助事業ですので、事業期間というものを設定

しておりまして、一般的には５年から７年ということで事業を進めている

わけなのですが、実は、平成１９年度から、この事業も５年度間というこ

とでやっておりましたけども、整備がちょっとほかにもあるということで、

２年間延伸しております。ですから、県等と協議しまして、これ以上継続

でやることは難しいではないかということで、一旦、今年度終わらせて、

評価をして、新たな事業に取り組んでいくということでございます。 

問（１２） 承認基本水量というか、県のほうとの取り決めといいますか、

これは、何年に一度やられるんだったんでしょうか。まず、そこをお示し

ください。 

答（上下水道） 承認基本水量でございますけども、毎年、これは県のほ

うと調整をさせていただいております。 

問（１２） 今年は、あの・・・ 

委員長 １２番、内藤とし子委員。 

答（１２） ごめんなさい。企業の、何といいますか、撤退といいますか、

もあって、８月ですか、なかなかこういうの、毎年減ら、毎年、基本水量、

決めるということになりますと、途中で撤退する場合は、難しいかと思う
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んですが、そういう点では、途中で減ることが、途中で撤退することがわ

かっている場合は、何か対策はとってみえるんでしょうか。 

答（上下水道） 総括質疑のほうでも、そういった質問をされた議員さん、

おみえになりまして答えさせていただいておりますけども、年度途中とい

うことは、やはりできませんので、平成２７年度からということで、もう

既に、県のほうと調整は入らせていただいております。 

問（１２） そのことはわかりましたが、年間で、一番最高に使う水量と

いうのはどれくらいになって、その水量が、どれくらいなっているかまず

お示しください。 

答（上下水道） 平成２５年度の実績でよろしいでしょうか。平成２５年

度の実績は、１万６，００２立方メートルでございます。 

問（１２） 大変暑い中でも、何ていいますか、件数がふえたりして、あ

るんですけれども、その１万６，０００、どうしても使うというか、そう

いう状況、１万６，０００を使うのが最高だということなんですね。それ

で、この給水量との関係で、給水量を下げることは、これ以上下げること

はできないのかどうか、その点でお示しください。 

答（上下水道） 実績の一日、最大給水量でございますので、過去には、

１万６，３１１トン、平成２０年ですけども、出ているということがござ

います。それから、平成２４年度の実績は、１万６，０８４立方メートル

ということで、その年、その年によって、気候ですとか、使用状況、そう

いったもので変わりますので、あとは、節水する機器ですね、そういった

機器が普及したり、皆さんの節水意識が働けば、給水量は多分減ってくる

というふうに思います。 

委員長 ほかに。 

 

 「議事進行。」と発声するものあり。 

 

 質 疑 な し 
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委員長 ほかに質疑もないようですので、議案第３３号の質疑を打ち切り

ます。特別会計及び企業会計につきましては、質疑漏れはありませんか。 

 

 「質疑なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 質疑もないようですので、以上で、質疑を終結いたします。以上

で質疑は、全部終了いたしました。これより採決いたします。 

 

 

 

《採 決》 

議案第２６号 平成２６年度高浜市一般会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 

 

 

議案第２７号 平成２６年度高浜市国民健康保険事業特別会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 

 

 

議案第２８号 平成２６年度高浜市土地取得費特別会計予算 

 

        挙手全員により原案可決 

 

 

議案第２９号 平成２６年度高浜市公共下水道事業特別会計予算 
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        挙手多数により原案可決 

 

 

議案第３０号 平成２６年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算 

 

        挙手全員により原案可決 

 

 

議案第３１号 平成２６年度高浜市介護保険特別会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 

 

 

議案第３２号 平成２６年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 

 

 

議案第３３号 平成２６年度高浜市水道事業会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 

 

 

委員長 以上で、予算特別委員会に付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。お諮りいたします。本委員会の審査結果の報告の案文は、

正副委員長に御一任願いたいと思いますが、御異議ございませんか。 
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 「異議なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。 

 

 

 市長挨拶 

 委員長挨拶 

 

 

 

                     閉会 午前１１時１１分 

 

 

           予算特別委員会委員長 

 

 

 

           予算特別委員会副委員長  

 

 

 

 


